
短期合格を可能にす
る！
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1.5年 ·1年本科生 2014年目標＜竹下合格システム＞
画期的な学習システムによる効率的カリキュラムと
反復学習の相乗効果で短期合格を可能にします！
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竹下合格システム 2015年合格目標「1.5年・1年総合本科生、1.5年・1年本科生」カリキュラム

出題可能性のある問題をバランスよく出題します。記述式も毎回出題
し、解答力をアップさせることができます。

この解説講義では、重要論点・知識の再確認にとどまらず派生する発展
的な論点にも触れます。

本試験と同形式、同時間帯で実施。受験経験者と一緒に受ける模擬試
験で実力を確認できます。

本合格システムの最大の特長は、「基礎・実力養成講座」で基礎知識を習得し、さらにその後「フォローアップ講座」、「竹下合格講座」で知識の整理と再確認を行えるところに

あります。この中で最もボリュームのある「基礎・実力養成講座」をeボードによるスタジオ収録の講義で効率良く学習できることが、その後の反復学習を可能にしています。

eボードで学んだことを
ライブ講義で補完・復習！

※教室講座でご受講の場合も「基礎・実力養成講座」、「ブリッジ講座」はeボードを使用したスタジオ収録の講義を、「全国公
開模試解説講座」は教室収録の講義を個別DVD（校舎個別DVDルームで視聴）またはWebフォローで受講いただきます。
「司法書士試験のための法学入門」、「フォローアップ講座」、「竹下合格講座」は教室講座（ライブ講義）となります。
※「早稲田合格答練ジャンプ答練」は解説講義が含まれます。なお、答練の解説講義、全国公開模試解説講座の担
当は竹下貴浩講師ではございません。「早稲田合格答練ジャンプ答練」および「全国公開模試」、「全国公開模試
解説講座」の日程は2014年7月下旬発行予定の案内書をご覧ください。

❷基礎・実力養成講座
【全180回・約70分前後※/1回】 ※テーマにより講義時間は異なります。 】回48全／編法記登産動不・法民【   民法・不動産登記法
【商法・商業登記法編／全45回】 商法・商業登記法　
【マイナー科目編／全51回】 民事訴訟法・民事執行法・民事保全法（21回）、供託法・司法書士法（9回）、刑法（12回）、憲法（9回）

講義形式

❹ブリッジ講座［理論編］
【全35回・約70分※/1回】
※テーマにより講義時間は異なります。
不動産登記法（19回）・商業登記法（16回）
《実戦編解説…全46問》不動産登記法（27問）・商業登記法（19問）
※「実戦編解説」は問題の解説を収録したものとなります。
問題をご自身で解いた後に該当問題の解説をご受講ください。

講義形式 演習➡解説講義+

❺竹下合格講座【全33回・3時間/1回】
民法（13回）、不動産登記法（7回）、商法・商業登記法（8回）、
マイナー科目／民事訴訟法・民事執行法・民事保全法・供託法・司法書士法・刑法・憲法（5回）

講義形式 演習➡解説講義+

❻早稲田合格
答練ジャンプ
答練【全8回】

答練➡解説講義

❼全国公開模試【全3回】
模試

❽全国公開模試
解説講座【全3回】

解説講義

緊張感のある教室講座で
択一式の知識を
総復習できます。

eボードのスタジオ収録講義は
1講義約70分のコンパクトな設定！
ご自身の学習スケジュールに
合わせて集中力を途切らさずに
講義を受講できます。

❶司法書士試験の
ための法学入門
【全１回・2時間】

講義形式
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eボードスタジオ
収録講義

eボードスタジオ
収録講義

教室（ライブ）・
教室収録講義

教室（ライブ）・
教室収録講義

実体法と手続法を関連づけた学習で、
基礎知識を効率良く習得！

法律の適用範囲や関連性を考慮し、特に主要4科目では、法律の規則を定めた実体法（民
法・会社法）とその法律を実行に移すための手続きを定めた手続法（不動産登記法・商業
登記法）を相互に関連づけながら基礎知識を効率的に習得していくのが大きな特長です。
初めて法律を学習する人を念頭に置き各科目の基礎的な事項から説明し、最終的には司
法書士試験で合格するのに必要とされる情報のすべてを提供する内容となっています。

「基礎・実力養成講座」と連動。
「フォローアップ講座」でさらに理解を促進！

「フォローアップ講座」とは
フォローアップ講座は、基礎・実力養成講座の進行に合わせて、５回前後の講義ごとにそ
れまで学習した事項のまとめをします。また、関連する過去問等を解くなどして、知識の定
着を図ることを目的としているため、学習進捗のペースメーカーの役割ともなるはずです。

択一式の知識を記述式に転換させながら、記述式試験を攻略！

「ブリッジ講座」とは
記述式試験で高得点を取るには、択一式試験の知識を充実させ、その知識をいかに記述
式試験の答案に反映させるかの訓練をすることが重要です。このことから「理論編」では
択一式の知識が実際に記述式でどのように問われるかを解説し、書式例（登記の申請書）
やその登記記録例を示して理解を深めます。さらに、「実戦編解説」では実際に申請書の
作成等の練習、解説も行います。

反復学習で知識の整理と実戦力を身につける！

「竹下合格講座」とは
基礎・実力養成講座、フォローアップ講座およびブリッジ講座を受講することによって、主要
科目については２～3回、マイナー科目については2回講義を受けることになりますが、司法
書士試験に合格するためには、重要な事項を何度も繰り返し学習する必要があります。そこ
で、本講座では、これまで学習した知識を情報集約ツールとして受験生の定番である「直前
チェック」シリーズを使用し、試験で必要とされる知識の整理を行います。また、過去の出題
の分析をもとに平成27年度の出題を予想し、過去問も解くなどして、同時に実戦的な知識も
身につけます。

司法書士試験を初めに理解することで、
有効な試験対策が可能に！〈体験入学対象講座〉

試験の全体像、試験科目の理解・各科目の関連性や今後の学習指針など、司法書士試験
についての理解を深めます。試験内容を理解した上で学習することは試験を攻略するた
めには重要となります。

▲

1.5年総合本科生 ❶❷❸❹❺❻❼❽▲

1.5年本科生❶❷❸❹❺▲

1年総合本科生 ❶❷❸❹❺❻❼❽▲

1年本科生❶❷❸❹❺

短期合格を  
 可能にする！

❸フォローアップ講座【全30回・約100分前後/1回】
民法・不動産登記法（15回）、商法・商業登記法（8回）、民事訴訟法・民事執行法・民事保全法（4回）、供託法・司法書士法（1回）、刑法（1回）、憲法（1回）

講義形式

eボードで学んだことを
ライブ講義で補完・復習！

教室（ライブ）・
教室収録講義


